
【必要性】
日本は2030年には人口減少と相まって3人に一人は高齢者となり、

急激な生産人口の減少により、深刻な労働者不足となると予想され
ます。三重県の高齢化率は29.0%(平成29年10月1日現在。総務省
統計局人口推計)で全国平均の27.7%より高く、高齢者が肉体的に
も精神的にも健康に生活できるように支援するシステムを産学官連
携し、研究開発する必要があります。
【目的】
本研究会では、当面の課題として、脚部のリハビリロボット、認

知症の診断支援システム・訓練システム、電動車いすなどの研究開
発と運用方法について、地域の関係者と意見交換しながら、課題抽
出から社会実装までの一連の流れについて研究し、持続可能なシス
テム開発を目指します。また、このような一連の研究開発のプロ
ジェクト・マネジメントができる人材の育成にも取り組みます。

お申し込み
方法等

2019年2月26日(火)までに以下3つの事項をE-Mailにてお知らせください。
①ご所属機関名・役職 ②お名前 ③連絡先（電話・E-mail）

募集定員：10名程度
会費：無料

北勢サテライト
健康福祉システム開発研究会

会員募集のお知らせ

健康福祉システム開発研究会について

第1回健康福祉システム開発研究会

研究会代表 鶴岡信治
三重大学工学研究科
電気電子工学専攻・教授

（お申し込み先）三重大学地域創生推進チーム E-mail:regional-t@ab.mie-u.ac.jp

●研究会の世話役
三重大学工学研究科・
電気電子工学専攻・教授・鶴岡信治

E-Mail: tsuruoka@mie-u.ac.jp
Tel：059-231-9701  

日時 2019年3月1日(金) 17時00分～18時30分

場所
ユマニテクプラザ・1階
知的イノベーション研究センター

〔四日市市鵜の森1丁目4-28〕

（終了後懇談会・会費3,000円）

内容 1.研究会の趣旨説明
2.各参加者の研究内容の紹介
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